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	1)北海道水稲機械移植栽培基準（成苗ポット；育苗日数35～40日で草丈10～13cm、葉数4.0以上、地上部乾物重3.0～4.5g/100本）に対して35日育苗で乾物重は4.9g/100本で栽培基準値を超えていた（図1）。
	2)一方、育苗日数をさらに短縮した30日育苗あるいは夜間に二重被覆のハウス温度管理を行った25日育苗でも葉数が0.5葉程度少なかったが、他の形質は栽培基準値に達していた。
	3)出穂期、成熟期は育苗日数を35日から5～10日短くしても1～3日の遅れであった。なお、生育、収量および品質についての差はなかった。
	4)上記から、栽培基準の35～40日よりも短い育苗日数で栽培基準の苗形質に達すると考えられる。
	5)次に適正な育苗日数を知るために播種翌日から移植までの育苗ハウス内の簡易有効積算気温（日最高・最低平均気温に対する簡易有効気温の積算値）と移植時の苗形質の関係を見たところ、育苗日数よりも密接な関係が認められた（図2、3）。
	6)430℃の簡易有効積算気温で草丈、葉数、地上部乾物重が北海道水稲機械移植栽培基準（成苗ポット）の範囲内となり、その時の育苗日数は29～37日であった（表1）。

